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◆ 研究概要 
1)  神経栄養因子産生誘導促進化合物の神経変性疾患治療薬への応用． 
2)  アルツハイマー病，認知症，うつ病，自閉症，依存症，パーキンソン病などの精神疾患関連疾患モデル動物および
細胞モデルの開発とこれら疾患の治療薬の開発． 
3)  新規神経機能分子の生理機能の解明のための行動薬理，分子生物および細胞生物学的研究． 
4)  薬学的臨床研究． 
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